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連
続
テ
レ
ビ
小
説
１
０
４
作
品
目
に
当

た
る「
お
か
え
り
モ
ネ
」は
、今
を
生
き
る

全
て
の
人
に
捧
げ
た
い
、現
代
ド
ラ
マ
。本

市
と
気
仙
沼
市
、東
京
都
が
舞
台
と
な
り
、

「
海
の
町
」気
仙
沼
に
生
ま
れ
育
ち
、「
森
の

町
」登
米
で
青
春
を
送
る
ヒ
ロ
イ
ン
が
、気

象
予
報
と
い
う
天
気
に
と
こ
と
ん
向
き
合

う
仕
事
を
通
じ
て
、人
々
に
幸
せ
な「
未

来
」を
届
け
て
ゆ
く
、希
望
の
物
語
で
す
。

　

撮
影
は
９
月
28
日
に
登
米
市
で
始
ま

り
、11
月
中
旬
ま
で
登
米
と
気
仙
沼
で
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。制
作
統
括
の
吉
永

さ
ん
は「
登
米
と
い
え
ば
、教
育
資
料
館
。

何
度
と
な
く
伺
っ
て
お
り
、ド
ラ
マ
で
も

描
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。木
造
の
建

物
で
、そ
こ
が
登
米
市
の
魅
力
。農
業
も
盛

ん
で
す
が
、森
林
も
大
切
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
の
で
、木
を
大
事
に
し
て
い
る

登
米
の
表
現
と
し
て
、教
育
資
料
館
も
紹

介
で
き
た
ら
」と
語
り
ま
し
た
。

　

来
年
３
月
で
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
。「
そ
の
あ
と
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
と
い

う
こ
と
で
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
ね
て
、

取
材
す
る
う
ち
に
被
災
地
の
宮
城
県
を
舞

台
に
選
ん
だ
」と
説
明
し
ま
し
た
。

　

清
原
さ
ん
は「
撮
影
が
始
ま
っ
て
今
日

（
９
月
30
日
）で
３
日
目
。作
品
や
モ
ネ
の

魅
力
を
少
し
で
も
お
伝
え
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
、こ
の
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。連

続
テ
レ
ビ
小
説『
朝
が
来
た
』で
役
者
デ

ビ
ュ
ー
し
た
の
で
、２
０
２
１
年
放
送
の

『
お
か
え
り
モ
ネ
』で
ヒ
ロ
イ
ン
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ
ま

す
し
、頑
張
ら
な
い
と
」と
意
欲
的
に
話
し

ま
し
た
。

　
「
私
自
身
は
森
に
行
く
機
会
は
め
っ
た

に
な
か
っ
た
の
で
、ロ
ケ
の
下
見
や
撮
影

で
森
を
訪
れ
て
み
て
、自
然
が
与
え
て
く

れ
る
穏
や
か
さ
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

エ
キ
ス
ト
ラ
の
登
米
の
人
た
ち
に
も
お
会

い
し
て
、制
作
に
す
ご
く
協
力
的
で
う
れ

し
い
と
い
い
ま
す
か
、あ
り
が
た
い
で
す
」

と
登
米
で
の
撮
影
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。ま
た
、「（
教
育
資
料
館
）前
の
通
学
路

が
雰
囲
気
が
あ
っ
て
す
ご
く
好
き
で
す
。

時
間
が
で
き
た
ら
、お
散
歩
し
て
み
た
い
」

と
続
け
ま
し
た
。

　

以
前
、一
度
下
見
で
登
米
に
来
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
清
原
さ
ん
。「
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
に
地
元
の
ご
は
ん
屋
さ
ん
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
、そ
こ
で
食
べ
た
お
米

が
も
の
す
ご
く
お
い
し
く
て
。み
ん
な
で

感
動
し
な
が
ら
食
べ
ま
し
た
。撮
影
中
に

ま
た
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
笑

顔
を
見
せ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
お
か
え
り
モ
ネ
」

登
米
市
で

撮
影
開
始

　

本
市
が
舞
台
の
１
つ
と
な
る

２
０
２
１
年
春
か
ら
放
送
予
定
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ

ネ
」の
ロ
ケ
現
地
取
材
会
は
９
月
30

日
、市
教
育
資
料
館
で
開
か
れ
、ヒ
ロ

イ
ン
・
永
浦
百も

も

音ね

を
演
じ
る
、女
優
の

清
原
果か

耶や

さ
ん（
18
）と
制
作
統
括
の

吉
永
証あ

か
し

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
撮
影
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

◀

◀

　

最
後
に「
方
言
は
難
し
い
で
す
。１
０
０

点
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、温
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
。ド
ラ
マ
を

見
て
く
だ
さ
っ
た
人
の
心
を
温
め
た
り
、

宮
城
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
撮
影
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
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の
脚
本
が
７
月
に
完
成
。

　

練
習
に
充
て
ら
れ
る
時
間
は
例

年
に
な
く
少
な
い
。思
う
よ
う
な

表
現
が
で
き
ず
に
悩
ん
だ
時
は
、

配
役
が
２
人
い
る
利
点
を
生
か

し
、互
い
の
演
技
を
気
付
き
に
つ

な
げ
、何
曲
も
の
ダ
ン
ス
や
せ
り

ふ
を
身
に
付
け
た
。「
開
催
に
感
謝

し
て
、全
力
で
頑
張
ろ
う
」と
心
を

一
つ
に
し
て
臨
ん
だ
舞
台
で
は
、

堂
々
と
し
た
演
技
で
観
客
を
魅

了
。２
度
の
上
演
は
あ
っ
と
い
う

間
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、客
席

か
ら
の
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
の

中
、舞
台
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

18
回
も
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て

き
た
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
が
、登

米
市
の
芸
術
文
化
を
育
み
、引
き

継
が
れ
て
き
た
文
化
の
灯
を
、次

代
へ
つ
な
い
で
い
く
。

2

3

1

　
「
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」は
、地

域
に
根
差
し
て
活
動
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
団
。団
員
は
登
米
市
内

の
小
中
高
生
を
中
心
に
構
成
さ

れ
、今
回
の
公
演
で
は
団
員
26
人

が
い
く
つ
も
の
役
を
演
じ
た
。

　

運
営
や
広
報
活
動
、衣
装
の
製

作
な
ど
、ほ
と
ん
ど
の
役
割
を
保

護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

担
う
。関
係
者
は
年
１
回
の
公
演

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た

が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、２
月
下
旬

に
活
動
を
休
止
し
た
。再
開
で
き

た
と
き
に
は
６
月
半
ば
に
な
っ
て

い
た
。

　

団
員
が
受
け
継
い
で
き
た
思
い

や
、年
１
回
の
公
演
に
向
け
て
積

み
重
ね
て
き
た
努
力
を
知
る
劇
団

関
係
者
に
は
、何
と
か
発
表
の
場

を
つ
く
り
た
い
と
い
う
強
い
意
志

が
あ
っ
た
。開
催
に
は
ど
の
よ
う

な
感
染
防
止
策
が
必
要
な
の
か
、

例
年
と
異
な
る
運
営
方
法
を
模

索
。手
探
り
で
何
度
も
協
議
を
重

ね
た
。客
席
や
上
演
時
間
、キ
ャ
ス

ト
を
減
ら
し
、同
じ
空
間
に
い
る

時
間
や
人
数
を
抑
え
る
こ
と
に
し

た
。代
わ
り
に
、観
客
、キ
ャ
ス
ト

を
入
れ
替
え
２
度
上
演
す
る
こ
と

と
し
、劇
団
初
の
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス

ト
の
公
演
が
決
定
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
集
団「
お
む
ら

い
す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」を
主
宰
す

る
渡
部
三み

妙さ

子こ

さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル

5

　

高
校
２
年
の
兎う

月づ
き

愛あ
い

の
心
は
モ

ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
。進
路
に
つ
い

て
、世
の
中
に
つ
い
て
、そ
し
て
自

分
に
つ
い
て
。「
自
分
は
何
が
し

た
い
の
だ
ろ
う
。何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
」問
い
か
け
れ
ば
問
い
か

け
る
ほ
ど
、答
え
が
見
え
な
く
な

る
。そ
の
時
、大
き
な
時
計
を
抱
え

た
白
ウ
サ
ギ
が
目
の
前
を
走
っ
て

い
っ
た
。愛
は
導
か
れ
る
よ
う
に

し
て
走
り
出
す
。

　

愛
が
迷
い
込
ん
だ
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、白
の
王
と
赤
の
王
が

待
ち
構
え
て
い
た
。真
の
王
に
な

る
た
め
に
は
、愛
の
力
が
必
要
だ

と
い
う
。個
性
豊
か
な
住
人
た
ち

と
と
も
に
自
分
探
し
の
冒
険
が
始

ま
っ
た
。

1団員たちは、前に進む大切さを、全身を使った迫真のパ
フォーマンスで演じた2白ウサギを追って不思議な明かり
に飛び込むと、そこはワンダーランドだった3新しい挑戦
だった大喜利。団員は即興でお題に回答4住人との出会い
を通して、愛の後向きな気持ちに少しずつ変化が表れる5
人はみんな寂しくて独り。でもその独りが大勢いることを
教えられ、周りにいるかけがえのない独りに呼び掛ける6
住人たちの後押しで、希望を持って夢を探し、勇気を出して
挑戦することを決意する。

789団員の保護者が受け付けを担当。検温、
手指の消毒など感染防止対策を徹底

幕が下りる
のに合わせ、かがんで手を振るキャスト 9 8

7

― 

あ 

ら 

す 

じ 

―

Interview

仙台第三高２年
（中田町新小路）

開催できた幸せを忘れず

登米高２年
（中田町小島）

等身大の自分を出し切る
4

ドリーム13 チーム
「兎

う

月
づ き

愛
あ い

」を演じた

きのうのSirasu チーム
「兎

う

月
づ き

愛
あ い

」を演じた

育んできた
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中総体
新人戦
2020

新
た
な
る
挑
戦

　
「
令
和
２
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９

月
26
か
ら
28
日
ま
で
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、県
大
会
に
出
場

す
る（
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
種
目
、中
止
の
種
目
あ
り
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

●
野
球

①
東
和
②
南
方
③
中
田
③
津
山

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
佐
沼・
米
山
合
同
②
豊

里
③
中
田

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山

▼
女
子
①
東
和
②
中
田
③
米
山
③

南
方

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
中
田
②
石
越

▼
女
子
①
登
米
②
中
田

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼
③
南

方▼
女
子
団
体
①
中
田
②
登
米
③
佐

沼▼
男
子
個
人
①
早
坂
監
二
、金
野

龍（
中
田
）②
小
野
寺
春
樹
、佐
々

木
将
大（
中
田
）③
小
野
寺
煌
希
、

小
野
寺
拓
海（
中
田
）③
伊
東
祥

汰
、後
藤
晴
希（
中
田
）

▼
女
子
個
人
①
猪
股
愛
依
莉
、大

友
芙
羽（
東
和
）②
佐
藤
彩
乃
、

原
里
桜（
中
田
）③
菊
地
り
な
、佐

藤
日
和（
登
米
）③
伊
藤
藍
織
、千

葉
亜
優（
南
方
）

●
卓
球

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
東
和
③
米

山
③
南
方

▼
女
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼
③
東

和▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
菊
池
涼
太

（
中
田
）②
伊
澤
知
樹（
中
田
）③
工

藤
大
空（
佐
沼
）③
佐
藤
尚（
中
田
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
五
安
城
真

菜（
中
田
）②
木
川
田
陽
菜（
佐
沼
）

③
千
葉
穂
香（
中
田
）③
佐
々
木
麻

花（
中
田
）

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
②
登
米
③
佐
沼

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
団
体
①
東
和
②
佐
沼
③
中

田▼
女
子
団
体
①
東
和
②
登
米
③
中

田▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
佐
藤
駿
矢

（
佐
沼
）②
舟
嶋
嶺（
東
和
）③
今
川

悠
大（
中
田
）③
渡
邊
幸
羽（
米
山
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
①
熊
谷
心
花

（
中
田
）②
佐
藤
舞
雪（
東
和
）③
菊
池

楓
乃（
中
田
）③
松
浦
美
桜（
東
和
）

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
①
千
葉
颯
翔
、

佐
藤
朔（
東
和
）②
須
藤
千
裕
、後

藤
理
人（
東
和
）③
鈴
木
快
、鈴
木

成
聖（
佐
沼
）③
鈴
木
優
翔
、吉
田

光
希（
中
田
）
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大
馳（
佐
沼
）③
藤
村
凌
真（
中
田
）

③
北
浦
心
太（
中
田
）

▼
女
子
個
人

▼
１
年
①

田
美
空（
中
田
）②
佐

藤
未
来（
佐
沼
）③
柴
崎
は
な（
南

方
）③
平
井
弥
柚（
南
方
）

▼
２
年
①
阿
部
郁
美（
佐
沼
）②
鈴

木
有
咲（
中
田
）③
伊
澤
來
那
未

（
米
山
）③
佐
藤
陽
菜（
石
越
）

▼
女
子
ダ
ブ
ル
ス
①
木
村
莉
緒
、

佐
藤
遥
日（
登
米
）②
沼
倉
愛
華
、

宮
東
彩
乃（
中
田
）③
髙
橋
ミ
ナ

ミ
、鈴
木
葵（
佐
沼
）③
田
口
夢
菜
、

関
ち
ぐ
さ（
南
方
）

●
柔
道

▼
男
子
団
体
①
豊
里
②
米
山
③
南

方▼
女
子
団
体
①
米
山
②
南
方

▼
男
子
個
人

▼
軽
量
級（
55
㌔
ま
で
）①
浅
野
誠

太（
豊
里
）②
遠
藤
壮
一
郎（
豊
里
）

③
阿
部
大
輝（
米
山
）③
千
葉
獅
琉

（
南
方
）

▼
中
量
級（
66
㌔
ま
で
）①
佐
々
木

青
琥（
豊
里
）②
阿
部
浩
太（
豊
里
）

③
渥
美
祥（
豊
里
）③
渡
邉
太
陽

（
南
方
）

▼
重
量
級（
66
㌔
超
）①
中
澤
正
晴

（
豊
里
）②
浅
野
隆
二
郎（
豊
里
）③

齋
藤
勇
希（
豊
里
）③
鈴
木
元（
米

山
）

▼
女
子
個
人

▼
無
差
別
級
①
佐
々
木
琉
七（
米

山
）②
佐
々
木
美
貴（
南
方
）

●
剣
道

▼
男
子
団
体
①
中
田
②
佐
沼
③
石

越▼
女
子
団
体
①
中
田
②
南
方
③
佐

沼▼
男
子
個
人

▼
１
年
①
塚
本
悠
聖（
中
田
）②
菊

地
陽
斗（
中
田
）③
佐
藤
孝
勝（
佐

沼
）③
佐
藤
翔（
佐
沼
）

▼
２
年
①
木
村
晴（
佐
沼
）②
及
川

中総体
新人戦
2020 新たなる挑戦
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芳賀団長からマイタケの栽培成果報告を受けた後、「米川の自慢
の森で育ったマイタケです」と熊谷市長へ手渡されました。

　「令和２年度緑の少年団育成功労賞」を受賞した、米川
小学校みどりの少年団育成会の芳賀和

かず ひ ろ

博会長と団長の
芳賀桜

さ く ら

空さん、副団長の首藤諒
りょうへい

平くんが10月８日、市役所
迫庁舎を訪れ、熊谷盛

もり

廣
ひろ

市長へ受賞の報告をしました。
　育成功労賞は、緑の少年団活動の充実、発展のため、
優れた活動をする団体や個人を表彰するもので、地場
産品のマイタケ栽培を取り入れた活動が、地域振興に
貢献していると評価されました。芳賀会長は「長年続
く、緑の少年団活動が評価され大変喜ばしい。今後も、
子どもたちが緑と親しみ、古里を知る活動を推進して
いきたい」と決意を新たにしました。

　「災害時における入浴施設の利用に関する協定締結
式」は８月31日、市役所迫庁舎で開かれ、市はロト・ヴィ
ーナス（山田直

なお

志
し

代表取締役）と災害発生時における入
浴施設利用に関する協定を結びました。
　ロト・ヴィーナスは、迫町の長沼湖畔に日帰り温泉施
設「長沼温泉ヴィーナスの湯」を運営。災害発生時には、
指定避難所への避難者などの入浴施設として利用でき
るようになります。山田代表は「泉質は筋肉や関節の痛
み、疲労回復などに効果がある。温泉を登米市の財産と
して、被災者の身体清潔保持やメンタルケアのため有
効活用してほしい」と話しました。

災害時、指定避難所に避難をしている被災者は、入浴施設を利用
できるようになります。

最優秀賞に当たる登米市長賞は迫町の大坂英
ひ で

通
み ち

さんが出展した
「吹雪の北斗星通過」が受賞しました。

　「新田駅のある風景写真展表彰式」（新田あるもの探
しの会、新田駅を考える会共催）が９月12日、登米市伊
豆沼・内沼サンクチュアリセンターで行われました。
　新田駅は、JR東日本東北本線最古の駅舎として今年
で開業126年を迎えます。表彰式は、８～９月に開かれ
た写真展に展示した作品の中から登米市出身の鉄道写
真家武川健

けん

太
た

さんが選んだ３作品が表彰されました。
新田駅を考える会の菅原正

まさ

熙
き

会長は「皆さんの思い出
がいっぱい詰まった写真が多く集まり、写真展を昔を
思い出すきっかけにし、今後も新田駅を地域の宝とし
て在り方を考えていきたい」と話しました。

講話は、分野ごと２会場に分かれて実施。生徒は自身の将来を考
える機会となり、熱心に耳を傾けていました。

　佐沼高等学校（狩野秀
ひで

之
ゆ き

校長、生徒697人）の「地域課
題講話」は９月29日、同校体育館で開かれ、２年生の生
徒235人が受講しました。
　地域課題講話は、地域が抱える課題を認識し、現状を
理解することにより、生徒自身の問題意識の醸成や将
来の夢の具体化につなげることを目指し、市役所職員
が講師となり実施。農業、商業、観光、教育、医療などか
ら、希望する分野の講話を選び、聴講しました。生徒か
らは「就職後の資格取得について」、「後輩のほめ方」な
どの疑問や「医療と介護職の連携について」など専門的
な質問が挙げられました。

　企画展「収蔵資料展Part２きらりきらり～武士の魂
～」が、７月11日から11月８日まで登米懐古館で開かれ
ています。
　企画展は、備州長

おさ

船
ふ ね

恒
つ ね

弘
ひ ろ

や仙台藩三代藩主伊達綱
つな

宗
む ね

が隠居後に作刀した慰
なぐさみ

打
う

ちなど、市指定有形文化財の
刀剣６点を含め、仙台伊達家と登米伊達家に縁のある
刀剣や刀装具を展示。来館した熊野勝

まさ

文
ふ み

さん（77）＝仙
台市青葉区＝は「刀剣は実用性を兼ねた美術品。最先端
ではなく、昔の物から学ぶことや気付くことがありま
す。たまにはこういう空間で歴史を感じる時間も必要
ですね」と刀剣が歩んだ歴史に思いをはせていました。

企画展では登米懐古館が収蔵する太刀、刀、脇指、刀装具などを
平安から南北朝、江戸へと時代を追って展示しています。

等間隔に並びながら出動する白バイの姿に、会場からは拍手が
沸き起こりました。

　「秋の交通安全県民総ぐるみ運動に伴う出動式」（佐
沼警察署、登米警察署共催）が９月21日、登米市役所南
方庁舎敷地内で実施されました。
　当日は、パトカー６台、白バイ10台による出動式と警
察署員による交通安全寸劇を披露。高齢者による交通
事故防止とオレオレ詐欺への注意を呼び掛けました。
天野英

ひで

克
か つ

佐沼警察署長は「市内は交差点やスーパーの
駐車場での事故が多い傾向にある。事故を増やさない
よう交通マナーの徹底などの啓発に努めていきたい。
また、住民同士による声掛けなど、皆さんの協力をお願
いしたい」と事故防止を呼び掛けました。
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市
民
バ
ス
は
、通
院
や
通
学
、買

い
物
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る

重
要
な
移
動
手
段
で
す
。高
校
や

病
院
、公
共
施
設
な
ど
を
経
由
す

る
ル
ー
ト
は
、昨
年
度
ま
で
は
市

内
の
旧
町
域
と
中
心
部
を
結
ぶ
10

路
線
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
、中
心
市
街
地
循

環
線
を
新
設
し
、11
路
線
で
毎
日

運
行
し
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
循
環
線
は
、医
療

機
関
、商
業
施
設
、金
融
機
関
な
ど

が
集
ま
る
中
心
市
街
地（
迫
町
佐

沼
地
区
、中
田
町
加
賀
野
地
区
な

ど
）を
効
率
的
に
結
ん
だ
も
の
で

す
。１
周
当
た
り
の
所
要
時
間
は

約
40
分
で
、１
日
に
８
周
し
て
い

ま
す
。中
心
市
街
地
循
環
線
を
利

用
す
る
こ
と
で
、市
民
病
院
で
診

察
を
受
け
た
後
、家
へ
帰
る
ま
で

の
間
に
、ス
ー
パ
ー
や
公
共
施
設
、

金
融
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
実
施
し
た
公
共
交

通
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
る
と
、市
民
バ
ス
を
ほ
と

ん
ど
利
用
し
な
い
人
が
９
割
を
超

え
、利
用
頻
度
の
低
さ
が
経
営
上

の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、日
頃
市
民
バ
ス
を
利

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします

用
し
な
い
市
民
の
皆
さ
ん
に
、一

度
乗
車
い
た
だ
き
、市
民
バ
ス
を

身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
使
え
る
無
料
お
試
し
乗
車
券
を

発
行
し
ま
す
。

　

無
料
お
試
し
乗
車
券
は
、１
枚

に
つ
き
１
回
無
料
で
乗
車
で
き
ま

す
。バ
ス
を
降
り
る
際
に
運
賃
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。コ
ピ
ー
な

ど
複
製
し
た
も
の
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。普
段
か
ら
市
民
バ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
へ
の
譲
渡
も
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
乗
車
で
き
る
こ
の
機
会

に
、ぜ
ひ
一
度
市
民
バ
ス
を
利
用

い
た
だ
き
、普
段
と
は
違
う
バ
ス

か
ら
の
風
景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
各
路
線
の
時
刻
表
や
路
線
図
は

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします

※バスを降りるときに運賃箱に入れてください
※登米市市民バス全線で利用でき、本券１枚で、
　大人、子ども問わず１乗車１人限り有効です
※コピーなど、複製したものは利用できません
※裏面のアンケートに記入し、切り取って利用
　してください
※市民バスが混雑しない午前９時から午後４時
　までの利用に協力をお願いします

　

登
米
コ
ー
ス
は
、日
頃
か
ら
地

域
の
人
た
ち
の
除
草
や
ご
み
拾
い

の
協
力
で
、環
境
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

宮
城
オ
ル
レ
フ
ェ
ア
は
、10
月

４
日
、登
米
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、

１
２
０
人
が
参
加
。秋
ら
し
さ
を

見
せ
始
め
た
風
景
を
楽
し
み
ま
し

た
。当
日
は
イ
ベ
ン
ト
参
加
特
典

と
し
て
登
米
産
米
や
地
元
菓
子
店

の「
か
い
て
ん
焼
き
」が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

約
11
㌔
の
ル
ー
ト
を
４
〜
５
時
間

程
度
で
巡
り
ま
す
。

　

歩
く
こ
と
で
適
度
な
運
動
に
な

る
オ
ル
レ
は
、日
頃
の
疲
れ
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
に
も
っ
て
こ

い
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
。オ
ル
レ

の
魅
力
は
、自
然
や
路
地
な
ど
を

身
近
に
感
じ
、自
分
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ー
ス
標
識
に
沿
っ
て
、大
木

を
眺
め
た
り
、森
に
住
む
動
物
を

探
し
た
り
、楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

民
家
の
近
く
を
通
る
時
は
、敷

地
内
に
入
ら
な
い
よ
う
注
意
し
、

個
人
の
持
ち
物
を
撮
影
す
る
と

き
は
、持
ち
主
の
許
可
を
取
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、ご
み
は
持
ち
帰
る

の
が
マ
ナ
ー
で
す
。

　

宮
城
オ
ル
レ
登
米
コ
ー
ス
の
利

用
者
で
、指
定
タ
ク
シ
ー
会
社
の

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
人
の
運
賃

を
一
部
助
成
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
豊

里
総
合
支
所
か
平
筒
沼
ｙ
ｏ
ｕ
ｙ

ｏ
ｕ
館
で
、「
オ
ル
レ
タ
ク
シ
ー
助

成
券
」の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い

６
０
０
円（
ジ
ャ
ン

ボ
タ
ク
シ
ー
は
７
０
０
円
）

令
和
3
年
3
月
31
日

ま
で

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　　

オ
ル
レ
は
、韓
国
済チ

ェ

州ジ
ュ

の
方
言

で
、「
通
り
か
ら
家
に
通
じ
る
狭
い

路
地
」と
い
う
意
味
。ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
登
米
コ
ー
ス
」は
県
内
４
つ
目

の
コ
ー
ス
と
し
て
３
月
21
日
に

オ
ー
プ
ン
。豊
里
公
民
館
と
平
筒

沼
ふ
れ
あ
い
公
園
を
結
ぶ
コ
ー
ス

で
、田
園
風
景
や
雄
大
な
旧
北
上

川
の
流
れ
を
眺
め
な
が
ら
全
長

オルレ登米コース利用者　Interview
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問

問

問

問登米市まちづくり推進部市民協働課（地域づ
くり推進係）　☎0220（22）2173

問

問

問

問登米市まちづくり推進部市民協働課（地域づ
くり推進係）　☎0220（22）2173

問

問

問

問登米市まちづくり推進部市民協働課（地域づ
くり推進係）　☎0220（22）2173

　

今
年
度
か
ら
、４
地
区（
迫
町
森

地
区
、東
和
町
米
川
地
区
、錦
織
地

区
、中
田
町
浅
水
地
区
）で
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、電
話
で
予

約
す
る
こ
と
で
、自
宅
ま
で
迎
え

に
来
て
も
ら
え
る
た
め
、バ
ス
停

ま
で
の
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
な

ど
に
優
し
い
公
共
交
通
で
す
。同

じ
時
間
帯
に
予
約
が
重
な
れ
ば
、

ほ
か
の
利
用
者
と
乗
り
合
い
に
な

り
、世
間
話
や
談
笑
し
な
が
ら
目

的
地
へ
行
け
ま
す
。

　

行
き
先
は
、あ
ら
か
じ
め
地
区

ご
と
に
設
定
さ
れ
た
医
療
機
関
や

商
店
、公
共
施
設
な
ど
で
、基
本
的

に
は
町
域
内
を
運
行
し
ま
す
。

　

利
用
料
は
、乗
車
す
る
ご
と
に

３
０
０
〜
５
０
０
円
。利
用
に
は

事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
時
期
で

も
、自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ

る
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ら
快
適
に
外

出
で
き
ま
す
。乗
合
タ
ク
シ
ー
を

運
行
す
る
地
区
に
住
ん
で
い
て
、

ま
だ
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
人

は
、利
用
時
連
絡
先
ま
で
問
い
合

わ
せ
し
、ぜ
ひ
乗
合
タ
ク
シ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉▼
森
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会（
森
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
３
８
７

▼
石
森
観
光
タ
ク
シ
ー

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
２

◉▼
米
川
地
域
振
興
会（
米
川
公
民

館
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
１
５
５

▼
米
谷
交
通

☎
０
２
２
０（
４
２
）３
１
５
０

◉▼
錦
織
地
域
振
興
会（
錦
織
公
民

館
）

☎
０
２
２
０（
５
３
）３
０
０
３

▼
石
森
観
光
タ
ク
シ
ー

Interview ☎
０
２
２
０（
２
３
）９
８
２
２

◉▼
浅
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会（
浅
水
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
０
８

▼
若
柳
観
光
タ
ク
シ
ー
上
沼
営
業

所☎
０
２
２
０（
３
４
）２
０
４
３

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

令
和
３
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
、対
象
経
費
や
注
意

事
項
な
ど
を
確
認
し
、申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

◉
　

麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
の
転

作
作
物
の
拡
大
に
必
要
な
施
設
や

機
械
を
導
入
す
る
農
業
者
を
支
援

し
ま
す
。

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、農
地
所
有
適
格
法
人
な
ど

麦
、大
豆
、飼
料
作

物
、新
規
需
要
米
な
ど

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、作
付
計
画
図

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
や

ト
ラ
ク
タ
ー
、自
脱
型
コ
ン
バ
イ

ン
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
汎は
ん

用よ
う

的
な

機
械
は
対
象
外
で
す

◉
　

み
や
ぎ
園
芸
特
産
振
興
プ
ラ
ン

で
定
め
る
産
地
改
革
品
目
や
地
域

戦
略
品
目
の
生
産
、出
荷
拡
大
に

必
要
な
施
設
や
機
械
を
導
入
す
る

農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、

農
協
園
芸
特
産
関
係
部
会
、農
業

法
人
、任
意
組
合（
３
戸
以
上
）な

ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、ネ
ギ
類
、

ソ
ラ
マ
メ
、タ
マ
ネ
ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、

ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、ニ
ラ
、ニ
ン
ニ

ク
、バ
レ
イ
シ
ョ
、ス
プ
レ
ー
菊
、小

菊
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ
ク
、

リ
ン
ゴ
、シ
イ
タ
ケ
、木
炭

規
約
ま
た
は
定
款
、

参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ
ロ
グ

類
、施
設
位
置
図

※
機
械
・
施
設
の
更
新
、既
存
施

①

▶

▶

②

▶
▶

▶

▶栽培用施設・付帯設備、育苗施設・機械
▶省エネルギー化機械・装置
▶低コスト化機械・装置
▶高品質安定生産機械・装置
▶農産物被害防止機械・装置
▶選別、調整、加工用機械・装置
▶その他園芸振興において特に必要な機械・施設な
ど

事業終了後３年（果樹の取り組みは５年）を経過した年度を目標年度と
して、具体的な目標計画を設定し、年度ごとに事業実績を報告すること

■

■

設
の
追
加
導
入
や
ト
ラ
ク
タ
ー
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
、ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の

汎
用
的
な
機
器
、設
備
は
対
象
外

で
す

◉

11
月
13
日（
金
）産

業

経
済
部
農
政
課（
農
産
園
芸
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３
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福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

■
　

登
米
保
健
所
で
は
、相
談
員
に

よ
る
、ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に

関
す
る
悩
み
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

11
月
30
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所

氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

理
師
）

■
　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、飲
酒

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
る

病
気
で
す
。ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

に
な
る
と
、本
人
が
心
身
を
病
む

㊎

㊊

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　

☎

　

☎

㊐ ☎ ☎
㊋

（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎
㊊

（祝） ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

　

障
が
い
や
病
気
が
あ
る
人
の
家

族
同
士
で
話
し
合
い
、障
が
い
や

病
気
を
理
解
す
る
こ
と
で
、前
向

き
な
気
持
ち
で
日
常
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、家
族
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。11

月
13
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時（
受
付
時
間
＝
午
後

１
時
〜
）市

役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）

講
話「
こ
こ
ろ
の
病
と
の

付
き
合
い
方
〜
大
切
な
人
の
た
め

に
知
っ
て
お
き
た
い
知
識
〜
」講

師
＝
福
地
成な

る

氏（
み
や
ぎ
心
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
／
精

神
科
医
）

無
料

30
人

10
月
30
日（
金
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

❶
 ▶
　
　
❷
 ▶

☎

　

平
成
12
年
に
制
定
さ
れ
た
介
護

保
険
制
度
の
普
及
、活
用
が
進
む

一
方
で
、高
齢
者
虐
待
が
表
面
化

し
て
社
会
的
問
題
に
な
り
、平
成

17
年
11
月
１
日
、「
高
齢
者
虐
待
防

止
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
虐
待
の
防
止
や
早
期
の

発
見
・
対
応
か
ら
、虐
待
を
受
け
た

人
が
再
び
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
支
え
ら
れ
る
社
会

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

次
の
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

◉▼
殴
る
、つ
ね
る
、蹴
る

▼
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
る

▼
意
図
的
に
薬
を
過
剰
に
服
薬
さ

せ
る

◉▼
食
事
や
水
分
を
十
分
に
与
え

ず
、栄
養
失
調
や
脱
水
症
状
に
さ

せ
る

▼
入
浴
さ
せ
な
い
、室
内
が
ゴ
ミ

だ
ら
け
な
ど
、劣
悪
な
環
境
で
生

活
さ
せ
る

◉▼
怒
鳴
る
、の
の
し
る
、悪
口
を
言

う

▼
話
し
か
け
て
い
る
の
に
意
図
的

に
無
視
す
る

◉▼
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

強
要
す
る

▼
排
せ
つ
を
失
敗
し
た
罰
に
、下

半
身
を
裸
に
し
て
放
置
す
る

◉▼
年
金
や
貯
金
を
本
人
の
意
思
に

反
し
て
使
用
す
る

▼
高
齢
者
の
財
産
を
無
断
で
処
分

す
る

■
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課
に
相

談
、通
報
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

■

け
ん

だ
け
で
な
く
、家
族
の
心
も
巻
き

込
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

登
米
保
健
所
で
は
、相
談
員
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る
こ

と
で
、自
分
自
身
の
心
を
癒
す
と

と
も
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、飲

酒
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
問

題
行
動
へ
の
対
応
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

解
消
に
向
け
、ぜ
ひ
一
度
ご
相
談

く
だ
さ
い
。飲

酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族

❶
11
月
５
日（
木
）❷
12
月

１
日（
火
）／
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分

登
米
保
健
所

■

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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迫
　「地名から知るふる里の歴史」講演会（新田地区コミュニ
ティ推進協議会主催、星昭

あき

男
お

会長）は９月15日、新田公民館
で開かれ、地域住民50人が参加しました。
　講師の太宰幸

ゆき

子
こ

氏は、新田の地名の由来を解説するとと
もに、地名には当時の生活や自然災害に関するものが多い
ことから、変えることなく後世に伝えていくことの大切さ
を説きました。参加者からは「新田の歴史が分かり愛着が沸
いた」、「防災に役立てたい」などの感想が寄せられました。

登米
　登米小学校（岩渕達

たつ

郎
ろう

校長、児童187人）、登米中学校（小
林信

のぶ

之
ゆき

校長、生徒112人）、登米高等学校（佐々木真
ま

由
ゆ

美
み

校
長、生徒307人）による「小中高合同奉仕活動」は９月17日、
登米町内で実施され、児童生徒382人が参加しました。
　合同奉仕活動は、子どもたちが活動を通して地域の伝統
や文化への理解を深め、地域の中で自分ができることを考
えることが目的。子どもたちは地域へ感謝しながら、文化財
建造物や道路などの清掃に励みました。

東和
　市消防団東和支団の水防訓練は、９月13日、東和地区内
の各消防団詰め所で実施され、68人が参加しました。
　東和地区では、昨年の台風19号により道路が冠水し、町
内の行き来ができなくなった経験をもとに、風水害時の水
防活動について情報共有。その後、初期対応で必要となる土
のう作りを実施しました。集まった消防団員は、手際よく短
時間で約千個の土のうを製作。来るべき風水害に備え、東和
地区内の消防団拠点に分散して保管しました。

中田

豊里
　「第32回豊里地区市民登山のつどい」（豊里公民館主催）
は９月５日、蔵王で開催され19人が参加しました。
　当初は、蔵王山熊野岳への登山を予定していましたが、天
候不良により、刈田岳山頂のレストハウスから蔵王山の登
山口の1つである大黒天へ下るルートに変更。登山ガイド
から、地形や草花などの説明を聞きながら、１時間半ほどで
大黒天へ到着しました。参加者らは「短いルートながらも内
容の濃い登山になった」と満足げに話していました。

石越
　新型コロナウイルス感染症対策として始まった、「みんな
でラジオ体操」（石越コミュニティ運営協議会主催、菅原健

けん

一
いち

会長）は９月１日から10月29日までの火曜日と木曜日、
午前９時から石越総合運動公園で実施されています。
　この事業は新型コロナによる運動不足の解消や住民同士
の交流が目的。事前の申し込みは不要で、誰でも参加するこ
とができます。９月17日には、８人が元気に体を動かした
後、参加者同士で談笑し合い、交流を深めました。

津山
　「感謝状贈呈式」は９月24日、登米警察署で行われ、森脇
崇
たかし

登米警察署長から佐々木邦
くに

彦
ひこ

さん＝津山町石貝＝、市消
防団津山支団（西條芳

よし

夫
お

支団長）、警察犬訓練士の松本章
あきら

さ
んへ感謝状が贈られました。
　佐々木さんらは８月27日、津山町柳津地内で発生した行
方不明者の発見に貢献。感謝状を受け取った西條支団長は、
「行方不明者を無事保護できて安心しています。地域の人た
ちや消防団員の協力に感謝している」と話していました。

米山
　吉田地区の「交通死亡事故ゼロ2500日達成表彰式」は９
月７日、迫庁舎で開かれ、登米市交通安全対策協議会と佐沼
警察署から吉田地区コミュニティ運営協議会（髙橋正

まさ

司
し

会
長）へ褒状が贈られました。
　同地区は、2013年10月31日から交通死亡事故ゼロを継
続しており、９月４日で2500日を達成。髙橋会長は「2500
日を達成できたのは素晴らしい。これからも交通死亡事故
ゼロを継続していきたい」と決意を新たにしました。

南方
　西郷小学校（小野寺由

ゆう

子
こ

校長、児童76人）の「秋の交通安
全教室」は９月16日、秋の交通安全市民総ぐるみ運動に合
わせて実施されました。
　交通安全教室は、交通ルールと安全な自転車の乗り方を
学び、交通事故を防ぐことが目的。１、２年生は道路の横断
の仕方、３年生以上は自転車の安全な乗り方について学ん
だ後、校外の路上で実践しました。児童は正しいルールとマ
ナーを身に付けようと熱心に取り組んでいました。

TOWNS TOPICS

　上沼地区の「交通死亡事故抑止功労表彰」は９月29日、中
田生涯学習センターで開かれ、登米市交通安全対策協議会
と佐沼警察署から上沼コミュニティ運営協議会（伊藤源

げん

司
じ

会長）へ褒状が贈られました。
　同地区は、2017年12月から交通事故死亡ゼロを継続
し、20年９月25日に千日を達成。伊藤会長は「協議会では安
全・安心を目指して交通安全運動を推進してきた。今後も記
録を伸ばせるよう努力していきたい」と抱負を述べました。



21 202020.11

Monthly Hot Communication

Health Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

☎
☎
☎

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

　中田図書室では、インターネット閲覧用パソ
コンを設置しています。利用の際は、カウンター
まで申し出ください。
　セキュリティの都合で、閲覧できないウェブ
サイトがあります。また、印刷やUSBメモリーな

　今年度、中田図書室内に放送大学登米視聴学
習室がオープンしました。
　教材DVDは、放送大学の学生をはじめ、どな
たでも視聴できます。
※放送大学の学生以外は、視聴学習室内でのみ
視聴ができますどへの出力、メールの送受

信はできません。
　市内図書館（室）へ利用
登録をしていなくても利
用できますので、ぜひ活用
ください。

中田図書室
☎0220（34）8081
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Dream
Monthly Hot Communication

201９年８月29日生まれ
登米町・遠見台　真弥さんの長男

くん（１歳）

あんよがとても上手になりました。靴
を履き、外に出て、自分で歩いてお散
歩する日が楽しみです。

Young
Monthly Hot Communication

　182㌢でＡ型です。
　プロダーツプレーヤーとして、大

会に参加したり、イベントでレッスンをした
りしています。22歳の時に、ダーツバーで働
き始め、接客の武器になるのでダーツを練習
しました。競技を始めた頃、いろんな人たち
と対戦する中で、どうしてもプロには勝てま
せんでした。やるからには勝ちたいと、自分
もプロになる道を選びました。普段は迫町の
ダーツバー「グリット」でインストラクター
として、「Bar DAN」ではバーテンダーとし
て働いています。

　明るいですね。それと、勝つ
ためにプロになるほどの負けず嫌いです。

　食べ歩き、飲み歩き、マージャン
です。今は新型コロナの自粛期間に始めたウ
クレレにはまっています。

　温泉や人からおいしいと聞いた
店に行くなど、外出していることが多いです。

　面倒見のいい人がいいで
すね。僕は家でぐだぐだしてしまうので、そ
こをカバーしてくれるとありがたいです。

　ダーツの本場イギ
リスの大会に出るのが夢です。今年は20歳代
最後の年なので、思い残しのないように過ご
したいです。とりあえずユニバーサルスタジ
オジャパンに行きたいですね。

　人とのつながりや
地域の助け合いが登米市のいいところです
ね。また、ダーツは誰でも気軽に楽しむこと
ができるスポーツ。プレーしたことがない人
にもダーツの魅力を知ってもらい、登米市の
ダーツ人口が増えるとうれしいですね。

Monthly Hot Communication

Child

2017年６月30日生まれ
東和町・米谷９区　仁さんの長男
毎日元気いっぱいで仮面ライダーが
大好きな龍河。姉妹に挟まれながら
たくましく育ってね。

いつもハッスルないろ葉。妹と一緒
に元気に大きくなってね。

社会の役に立てる研究者に
　僕の将来の夢は研究者になることです。
研究者になり、化学分野で社会の役に立て
るようになりたいと思っています。
　研究者を目指す理由は、研究に興味があ
り、いまだに解明されていないことを論理
的に解明し、さまざまなことに役立ててい
きたいからです。僕は答えを完璧に理解し
ないと気が済まないので、「なぜ」をどこま
でも追い求める研究者はとても向いている
と思いました。
　研究者になるために、これからも勉強を
頑張っていきたいです。知識の多さや思考
力は研究に通じると思うので、より良い研
究のために、現状に満足することなく、常に
向上心を持っていきたいです。
　僕の目指す研究者は、なるまでもなった
後も多くの苦労があると思います。しかし、
その苦労にめげることなく、好奇心を忘れ
ず、ここに書いたことに責任を持ち、一生懸
命頑張ります。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

ちゃん（２歳）

2018年３月22日生まれ
中田町・新橋　弥也さんの長女

くん（３歳）
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仲
人
さ
ん
の
紹
介
で
お

見
合
い
し
た
ね
。私
た
ち
の
時
代

は
親
が
結
婚
相
手
を
決
め
で
く
る

ご
ど
が
多
が
っ
た
ね
。

穏
や
か
そ
う
な
人
だ
が
ら
、

頑
固
な
う
ぢ
の
親
父
と
も
や
っ
て

い
げ
る
ど
思
っ
た
ね
。

真
面
目
そ
う
な
人
だ
ど

思
っ
た
よ
。

米
作
り
と
酪
農
を
し
て
た

ん
だ
け
ど
、農
閑
期
に
出
稼
ぎ
さ

行
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
、家
族
に
は

苦
労
掛
け
だ
な
。

農
作
業
や
家
の
こ
と
で

毎
日
忙
し
が
っ
た
が
ら
寂
し
い
と

　　

「
人
の
出
会
い・支
え
に
感
謝
」

　

卒
業
式
を
終
え
た
翌
々
日
、勤

務
先
も
分
か
ら
ず
父
親
に
同
行
さ

れ
上
京
。翌
日
、紹
介
者
と
と
も
に

訪
ね
た
所
は
銀
座
に
あ
る
広
告
代

理
店
系
列
の
Ｐ
Ｒ
会
社
で
、ま
さ

に
青
天
の
霹へ

き

靂れ
き

で
あ
る
。試
験
と

面
接
を
終
え
、一
人
地
図
片
手
に

り
ん
ご
頬
っ
ぺ
の
制
服
姿
で
三
越

に
行
く
が
、あ
ま
り
の
華
や
か
さ

に
圧
倒
さ
れ
入
れ
ず
。向
か
い
の

風
格
あ
る
建
物
で
目
覚
ま
し
時
計

を
購
入
。そ
の
夜
、叔
父
夫
婦
の
驚

き
と
爆
笑
は
今
で
も
語
り
草
で
あ

る
。知
ら
な
い
と
は
い
え
、銀
座
の

シ
ン
ボ
ル
服
部
時
計
店
和
光
で
上

京
初
の
買
い
物
の
出
来
事
。

　

生
ま
れ
は
、山
々
に
囲
ま
れ
、政

治
家
佐
々
木
更こ

う

三ぞ
う

さ
ん
の
出
身
地

石
貝
。明
治
生
ま
れ
の
両
親
の
下
、

７
人
き
ょ
う
だ
い
の
末
っ
子
。男

尊
女
卑
が
色
濃
く
残
り
、苦
労
し

阿
部

Monthly Hot Communication

One's Home

か
考
え
る
余
裕
な
が
っ
た
よ
。

優
し
い
ね
。出
稼
ぎ
に
行

ぐ
ど
ぎ
は
、お
か
ず
を
い
っ
ぱ
い

作
っ
て
持
だ
せ
で
く
れ
だ
な
。

責
任
感
が
強
く
て
、頼

ま
れ
だ
ご
ど
は
き
ち
っ
と
や
っ
て

く
れ
る
ね
。け

ん
か
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
ね
。子
ど
も
は
親
を
見
て

育
つ
か
ら
、け
ん
か
は
避
け
る
べ

き
だ
と
思
っ
て
だ
が
ら
ね
。

二
人
で
野
菜
を
作
り
な
が

ら
健
康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
ね
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
今
が
本
当

に
幸
せ
だ
よ
。

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
け
ど
今
が
本
当
に
幸
せ

て
こ
そ
一
人
前
、人
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
、嫁
ぐ
者
に
高
等
教
育
は

必
要
な
い
と
言
わ
れ
育
っ
た
。し

か
し
、入
社
し
た
会
社
は
当
時
ま

だ
珍
し
い
男
女
平
等
で
自
由
闊か

っ

達た
つ

な
職
場
環
境
。「
何
か
人
に
誇
れ
る

も
の
を
」と
、夜
学
の
洋
裁
学
校
に

通
い
、通
勤
着
の
大
半
を
手
作
り
。

　

経
理
部
門
に
20
年
間
所
属
し
、

広
告
業
担
当
部
署
へ
異
動
。当
時
、

男
社
会
と
言
わ
れ
た
広
告
業
界
へ

の
異
動
に
は
誰
も
が
驚
く
が
、新

聞
社
や
出
版
社
、制
作
会
社
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
と

面
白
さ
を
存
分
に
体
験
。多
く
の

人
に
恵
ま
れ
支
え
ら
れ
59
歳
で
退

職
し
、今
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
に
明
け
暮
れ
る
自じ

遊ゆ
う

人じ
ん

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
自
粛
の
中
、こ
の
機
会

を
得
て
走
馬
灯
の
如
く
駆
け
巡
る

71
年
。思
え
ば
18
歳
の
旅
立
ち
の

朝
、「
知
ら
な
い
事
は
恥
ず
か
し
い

事
で
は
な
い
か
ら
ね
。皆
さ
ん
に

教
え
を
乞
い
な
さ
い
」と
い
う
母

の
ひ
と
言
を
胸
に
、飾
ら
ず
に
あ

る
が
ま
ま
の
姿
で
悔
い
の
な
い
人

生
を
過
ご
そ
う
と
励
ん
で
き
た
。

こ
の
社
交
性
と
自
立
心
を
培
っ
た

要
因
は
、大
自
然
・
大
家
族
の
中
で

育
ち
、末
っ
子
特
有
の
気
質
と
自

負
。そ
し
て
、社
交
的
で
世
話
好
き
、

几
帳
面
な
父
親
と
常
に
心
穏
や
か

で
言
葉
少
な
く
働
き
者
の
母
親
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

今
月
は
、道
の
駅
み
な
み
か
た

「
も
っ
こ
り
の
里
」の
岡
安
邦く

に

彦ひ
こ

駅

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
か
ら
毎
週
火
曜
日

限
定
で
販
売
を
開
始
し
た
コ
ッ

ぺ
パ
ン
の
売
れ
行
き
が
好
調
で

す
。し
ゃ
り
し
ゃ
り
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、

と
ろ
ー
り
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、あ
ん

バ
タ
ー
の
３
種
類
が
あ
り
、１
個

１
１
０
円
。手
に
取
っ
た
時
の
ふ

わ
ふ
わ
感
と
、た
っ
ぷ
り
入
っ
た

ク
リ
ー
ム
が
人
気
の
秘
密
で
す
。

　

ま
た
、施
設
内
に
あ
る
工
房
か

ら
毎
日
つ
き
た
て
が
提
供
さ
れ
る

餅
は
、と
て
も
や
わ
ら
か
く
て
お

す
す
め
で
す
。あ
ん
こ
や
ず
ん
だ
、

納
豆
な
ど
の
定
番
商
品
が
並
ぶ

中
、一
番
人
気
は
ニ
ラ
餅
。南
方
で

採
れ
た
、肉
厚
で
や
わ
ら
か
く
、甘

み
が
特
徴
の
「
も
っ
こ
り
ニ
ラ
」

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
か
ら
12
月
20
日
ま

で
、正
月
用
切
り
餅
の
予
約
を
受

け
付
け
ま
す
。南
方
産「
み
や
こ
が

ね
」を
使
用
し
た
通
常
の
切
り
餅

の
ほ
か
に
豆
餅
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
予
約
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

道
の
駅
み
な
み
か

た「
も
っ
こ
り
の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１

餅

餅

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
30
日（
金
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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相
談
く
だ
さ
い11

月
９
日（
月
）〜
27

日（
金
）

12
月
11
日（
金
）

石
巻
高
等
技
術
専
門

校

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

11
月
15
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

10
人（
先
着
順
）

11
月
９
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

■
　

介
護
従
事
者
と
し
て
の
職
業
倫

理
と
基
本
的
態
度
を
養
い
、介
護

サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
や
技
能

の
習
得
と
就
職
活
動
に
必
要
な
知

識
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講

指
示
、受
講
推
薦
ま
た
は
支
援
指

示
を
受
け
ら
れ
る
人

11
月
４
日（
水
）〜
12

月
８
日（
火
）15

人

12
月
23
日（
水
）

石
巻
高
等
技
術
専
門

校

令
和
３
年
１
月
13
日

（
水
）〜
４
月
12
日（
月
）

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
佐
沼
教
室

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
＝

約
１
万
２
千
円
）

■

高
等
学
校
を
卒
業（
見

込
み
を
含
む
）ま
た
は
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
人

自
動
車
整
備
科
、金

属
加
工
科
、木
工
科

※
入
学
願
書
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す

２
２
０
０
円

※
東
日
本
大
震
災
や
令
和
元
年
度

台
風
第
19
号
で
被
災
し
た
人
は
、

減
免
申
請
が
可
能
で
す
。事
前
に

▶
▶
▶

▶
▶
▶

▶
▶
▶

▶
▶
▶

博
物
館
開
館
20
周
年

を
記
念
し
て
、10
月
28
日
か
ら
11

月
３
日
ま
で
の
期
間
に
来
館
し
た

人
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

今
年
は
、登
米
伊
達
家
４
代
伊

達
宗む

ね

倫と
も

没
後
３
５
０
年
に
あ
た
り

ま
す
。登
米
懐
古
館
で
は
、宗
倫
の

生
涯
や
宗
倫
が
眠
る
覚か

く

乗じ
ょ
う

寺じ

の

歴
史
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催

し
ま
す
。

▼
前
期
＝
11
月
14
日（
土
）〜
令
和

３
年
１
月
17
日（
日
）／
宗
倫
の
生

涯
に
つ
い
て（
展
示
資
料
＝
高
台

院（
宗
倫
）殿
影
像
な
ど
）

▼
後
期
＝
令
和
３
年
１
月
23
日

（
土
）〜
３
月
14
日（
日
）／
覚
乗
寺

の
歴
史
に
つ
い
て（
展
示
資
料
＝

覚
乗
寺
高
台
院
霊
屋
の
出
土
遺
物

な
ど
）

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

大
人
＝
４
０
０
円
、高
校

生
＝
３
０
０
円
、小
中
学
生
＝

２
０
０
円

　

市
歴
史
博
物
館
の
前
身
で
あ
る

迫
町
歴
史
博
物
館
が
開
館
し
て
今

年
で
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、市
歴
史
博

物
館
で
は
、市
制
施
行
後
に
指
定

を
受
け
た
文
化
財
や
国
に
登
録
さ

れ
た
文
化
財
な
ど
を
紹
介
す
る
企

画
展
を
開
催
し
ま
す
。ま
た
、「
記

念
物
」（
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
）

保
護
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
、

昨
年
で
１
０
０
年
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、「
記
念
物
」も
併
せ
て
紹
介

し
ま
す
。

10
月
10
日（
土
）〜
12

月
６
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
／
毎
週
月
曜
日
休
館（
月

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、翌
平
日
）

無
料

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
マ
ス
ク
着
用
で
受
講
く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

■

11
月
15
日（
日
）午
前
10
時

〜
10
時
45
分
、午
前
11
時
〜
11
時

45
分
、午
後
１
時
15
分
〜
２
時
、

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

※
要
予
約（
当
日
で
も
可
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

（
研
修
室
３
）／
迫
町
佐
沼
字
西

佐
沼
70

無
料　
　
　
　
　
　

結
婚
に
関
す
る
こ
と
で

悩
ん
で
い
る
人（
本
人
、家
族
な

ど
）

■
　

結
婚
・
婚
活
の
現
状
に
つ
い

て
、参
加
者
同
士
で
気
軽
に
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

※
予
約
不
要11

月
15
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

※
会
場
は
、自
由
に
入
退
場
で
き

ま
す
。都
合
が
良
い
時
間
に
参
加

く
だ
さ
い迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

（
交
流
ホ
ー
ル
）

無
料　

年
齢
・
性
別
・
未
婚
既
婚

は
問
い
ま
せ
ん
。誰
で
も
参
加
で

き
ま
す

※
結
婚
相
談
会
・
結
婚
茶
話
会

は
、結
婚
相
手
を
紹
介
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
個
人
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
参
加
く
だ
さ
い

ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ

ト（
担
当
＝
伊
藤
、千
葉
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３
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（
納
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　
「
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制

に
関
す
る
条
例
」が
４
月
１
日
、施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、３
千
平
方
㍍
以
上
の
面
積
が

あ
る
土
地
の
埋
め
立
て
や
盛
土
、

一
時
堆
積
に
は
県
の
許
可
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。

　

許
可
な
く
埋
め
立
て
な
ど
を

し
た
場
合
は
罰
則
の
対
象
に
な

り
、２
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、埋
め
立
て
な
ど
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
で
、人
の
生
命
や
身

体
、財
産
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
き
に
は
、県
で
土
砂
等
搬
入
禁

止
区
域
に
指
定
し
ま
す
。

　

指
定
さ
れ
た
区
域
に
土
砂
な
ど

を
搬
入
し
た
場
合
も
罰
則
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

宮
城
県
循
環
型
社

会
推
進
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
４
６
７

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
税
務
課（
徴
収
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

■
　

市
で
は
、市
税
な
ど
の
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
た
め
、口
座
振
替
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

各
月
の
15
日
ま

で
に
指
定
の
金
融
機
関
に
申
し
込

み
し
た
場
合
は
、翌
月
の
納
期
分

か
ら
口
座
引
き
落
と
し
を
開
始
し

ま
す
。15
日
以
降
に
申
し
込
ん
だ

下
水
道
、産
業
、道
路
整
備
、警
察
、

消
防
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、東
日
本
大
震

災
の
復
興
事
業
な
ど
に
も
使
わ
れ

て
い
る
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
に
必
要
な
大
切
な
財
源

で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、税
金
を
公
平

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、11
、12

月
の
２
カ
月
間
を「
宮
城
一
斉
滞

納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、税
金

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

ま
た
は
消
防
署
、各
出
張
所

■
　

税
金
は
、教
育
、保
健
衛
生
、上

滞
納
者
へ
の
徴
収
対
策
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、税
金
滞
納
者
に
文

書
催
告
や
勤
務
先
・
取
引
先
な
ど

へ
の
財
産
調
査
、自
宅
な
ど
の
捜

索
、預
貯
金
・
給
与
・
不
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
、自
動
車
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
、徴
収
対
策
を
集

中
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
県
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

　

幼
年
期
か
ら
防
火
の
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、

消
防
本
部
で
は
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報
事

業
の
助
成
を
受
け
て
、幼
年
消
防

用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
、９
月
９
日

に
米
山
西
幼
稚
園
へ
交
付
。各
種

イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思
想
の
普
及
に

活
用
さ
れ
ま
す
。消

防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　

11
月
９
〜
15
日
は
、秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
く
な
る
季
節

は
、暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
増

え
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉▼
灰
皿
に
水
を
張
る

▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
を
離
れ
る
と
き
は

必
ず
火
を
消
す

▼
放
火
対
策
と
し
て
家
の
周
り
を

整
理
整
頓
す
る

▼
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
家
庭
用
消
火
器
を
設
置
す
る

◉
　

警
報
器
は
台
所
、寝
室
、階
段
の

天
井
面
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

月
に
一
回
、作
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ

て
、ボ
タ
ン
を
押
す
も
の
や
ひ
も

を
引
く
も
の
が
あ
り
ま
す

電
池
が
切
れ
る
と
音

や
ラ
ン
プ
な
ど
で
知
ら
せ
る
製
品

も
あ
り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
製
品

は
電
池
の
寿
命
が
10
年
で
す
が
、

早
め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の

所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年

金
受
給
者
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。給
付
金
は
、年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
受
け
取
り
に
は
、請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す

▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
＝
❶
65

歳
以
上
❷
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
が
非
課
税
❸
年
金
収
入
額
と

そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万

円
以
下

▼
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
＝
前
年
の
所
得
額
が
約

４
６
２
万
円
以
下

※
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
を
全
て
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す

▼
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
＝
対
象
者
に
は
、10
月
中
旬
以

降
に
、お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
し
始
め

る
人
＝
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併

せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
課
で
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

❶
❷
❸

場
合
は
、翌
々
月
の
納
期
分
か
ら

引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

指
定
の
金
融
機
関
に

預
貯
金
通
帳
と
通
帳
印
を
持
参

し
、備
え
付
け
て
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い

み
や
ぎ
登
米

農
業
協
同
組
合
、七
十
七
銀
行
、仙

台
銀
行
、仙
北
信
用
組
合
、石
巻
商

工
信
用
組
合
、一
関
信
用
金
庫
、

新
み
や
ぎ
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）、石
巻
信
用

金
庫

総
務
部
税
務
課

☎

下田中53番地8
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「
１い

ち

８は
や

９く 

知
ら
せ
て
守
る 

こ
ど

も
の
未
来
」

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
県
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１

　

専
門
家
に
よ
る
生
活
の
悩
み
を

解
決
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す

弁
護
士
、税
理
士
、行
政

書
士
、土
地
家
屋
調
査
士
、解
体
工

事
業
者
、社
会
保
険
労
務
士
、宅
地

建
物
取
引
士
、社
会
福
祉
士

11
月
28
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻（
１

階
緑
の
広
場
）

無
料

宮
城
県
行
政
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
１
）６
７
６
８

11
月
９
日（
月
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
す
。秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

　

市
は
、固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
載
さ
れ
て
い
る
物
件（
土
地
・
家

屋
）に
変
更
が
な
い
か
、職
員
が
徴

税
吏
員
証（
身
分
証
明
書
）を
携
帯

し
、随
時
現
地
確
認
を
し
て
い
ま

す
。職
員
が
訪
問
し
た
際
は
、調
査

へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。あ
な
た
の
１
本

の
電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い

ま
す
。

　

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ

ル「
１
８
９
」と
は
、す
ぐ
に
児
童

相
談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き
る

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
す
。通

告
・
相
談
は
、匿
名
で
で
き
、通
告
・

相
談
を
し
た
人
や
そ
の
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。児
童

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に

電
話
を
く
だ
さ
い
。

※
通
話
は
無
料
で
す
が
、一
部
Ｉ

Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん

※
受
け
付
け
た
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、３
日
以
内
に
歯
科
医
師
か

ら
直
接
相
談
者
に
回
答
し
ま
す

宮
城
県
保

険
医
協
会

☎
０
２
２（
２
６
５
）１
６
６
７

市
内
在
住
の
、妊
婦
か
ら

乳
児
期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

❶
気
に
な
る
こ
と
、自
分

の
気
持
ち
な
ど
の
語
り
合
い
❷
親

子
の
触
れ
合
い
❸
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

11
月
27
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

（令和２年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,561 9,676 10,223 19,899 （▲26）

登米 1,782 2,252 2,426 4,678 （▲11）

東和 2,317 2,975 3,050 6,025 （9）

中田 5,219 7,597 7,874 15,471 （▲23）

豊里 2,131 3,154 3,205 6,359 （▲11）

米山 2,845 4,394 4,476 8,870 （▲6）

石越 1,559 2,325 2,340 4,665 （▲9）

南方 2,736 4,127 4,284 8,411 （▲8）

津山 1,139 1,511 1,644 3,155 （2）

合計 27,289 38,011 39,522 77,533 （▲83）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　仕事が忙しい時は、一時停止場所の確認が甘くなるなど、
交通事故に結びつきやすくなります。交通ルールを守って気
持ちを引き締めましょう。
　また、日没が早くなりますので、外出する際は反射材を身
につけ、交通事故に遭わないように注意しましょう。

（令和２年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 89件 102件 ▲13件

死者数 3人 2人 1人

負傷者数 109人 128人 ▲19人

物損事故
発生件数 861件 998件 ▲137件

※Ｒ２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 曇り
消防署北出張所（石越） 0.05 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 曇り
消防署津山出張所 0.04 曇り
消防署南出張所（豊里） 0.04 曇り
消防署西出張所（南方） 0.04 曇り

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

交
通
事
故
に
関
す
る
相
談
に
弁

護
士
が
応
じ
ま
す
。

11
月
17
日（
火
）午
後
２
時

〜
４
時

登
米
合
同
庁
舎
２
階

事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
１

（
内
線
２
９
４
）

　
「
職
務
経
歴
書
記
載
ポ
イ
ン
ト

や
志
望
動
機
の
書
き
方
が
わ
か
ら

な
い
」、「
今
ま
で
と
は
違
う
業
種
、

仕
事
に
就
き
た
い
」、「
面
接
時
の

対
応
を
確
認
し
た
い
」な
ど
、就
職

や
仕
事
に
つ
い
て
の
悩
み
を
相
談

く
だ
さ
い
。

毎
週
月
〜
金
曜
／
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

迫
町
佐
沼
字
中
江
３
―
９

―
８

15
〜
49
歳
の
就
職
し
て

い
な
い
人
、そ
の
保
護
者
、家
族

無
料（
要
電
話
予
約
）み

や

ぎ
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
登
米
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ

ク
ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、

人
間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の

面
接
相
談
と
講
座
を
開
催
し
ま

す
。一
人
で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り

ま
す
。

■

11
月
18
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

■

11
月
４
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

■

登
米
保
健
所

開
催
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
託
児
希
望
者
は
６
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

11
月
24
日（
火
）❶
午
前

９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時

〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

㊋

㊋

㊋

㊋

㊍

㊍

㊍

☎



編

集

後

記

▼「
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
こ
と
が

悔
し
い
」。取
材
し
た
高
校
生
た

ち
の
言
葉
が
心
に
刺
さ
り
ま
し

た
。こ
の
高
校
生
た
ち
は
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
制
限
さ
れ
る

中
、そ
の
時
出
来
る
こ
と
、や
る

べ
き
こ
と
を
考
え
、自
分
な
り

の
解
決
方
法
を
探
し
て
い
ま
し

た
。精
い
っ
ぱ
い
力
を
出
し
切

る
。大
切
な
こ
と
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
。私
の

古
関
裕
而
氏
の
知
識
は
朝
ド
ラ

「
エ
ー
ル
」の
モ
デ
ル
と
い
う
こ

と
だ
け
。取
材
に
向
け
て
調
べ

て
み
る
と
、南
方
青
年
団
歌
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」が

世
に
出
る
少
し
前
の
作
品
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。朝
ド
ラ
と
い

え
ば「
お
か
え
り
モ
ネ
」。撮
影

も
始
ま
り
、来
年
の
放
送
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。（
小
野
寺
）

▼「
新
田
駅
の
あ
る
風
景
」写
真

展
表
彰
式
で
は
、こ
れ
ま
で
の

新
田
駅
と
鉄
道
の
歴
史
を
映
し

た
数
々
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。現
在
の
状
態
も
大

切
で
す
が
、建
物
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
以
前
の
姿
、歴
史
を
知

る
こ
と
で
、今
ま
で
以
上
に
愛

着
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
学
ば
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
三
浦
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

Profi le

楽譜は11月29日まで市歴史博
物館で展示。著作権譲渡証書が
そろった珍しい資料です。

　現在NHKで放送中の連続テレビ小説「エール」。
主人公のモデルになった作曲家古関裕

ゆう

而
じ

氏が手掛
けた曲に「南方青年団歌」がある。
　1963年の秋－。翌年に「南方村」が「南方町」に
なることが決まり、地元は盛り上がっていた。町
政施行に合わせ、南方青年団に団歌をと奔走した
のは、当時青年団長だった佐瀬德

のぼり

さん。歌詞は多
数あった公募の中から決定したものの、課題は作
曲だった。宮城から当選した長谷川峻

たかし

衆議院議員
に、思い切って団歌作りを相談すると、二つ返事で
作曲者の紹介を引き受けてくれた。
　翌年の３月。待ちに待った曲の完成を知らせる
電報が届くと、足早に東京の議員会館へ。作曲は有
名な古関氏だと知らされ、気持ちの整理がつかな

いまま、気付くと古関氏の自宅の敷居をまたいで
いた。穏やかな人柄の古関氏に緊張がほぐれた佐
瀬さんの耳にテープから流れる団歌が響く。「心地
いいメロディーに明るい気持ちになりました。帰
りの電車で向かいに座った女学生に歌ってもら
い、何度も復習しながら帰ってきました」と懐かし
む。団歌は町制施行式典で盛大に披露された。
　今年６月、団歌の楽譜を尋ねる電話が佐瀬さん
に入るが、数十年前の原本はすぐには見つからな
かった。なんとか見つけ出した楽譜は、資産として
適切に管理してもらいたいと市へ寄贈した。
　「数十年ぶりに責任を果たせました。今後歌い続
けてくれたら」―。南方で生まれた団歌は、新たな
資産となり、歴史を紡いでゆく。
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